
 

 

 

 

 

 

１ 趣 旨 

地域や家族などの「つながり」が弱体化し、制度の狭間で様々な「生きづらさ」を抱えた人が増加するなか、

国は「地域共生社会の実現」を次の時代の大きな目標に掲げ、令和３年４月から「重層的支援体制整備

事業」を創設しました。本事業は、つながり続ける支援体制を構築することをコンセプトに、「①属性を問わな

い相談支援」、「②参加支援」、「③地域づくりに向けた支援」の一体的実施により、課題を抱える相談者・

世帯の包括的支援と、地域住民等による地域福祉の推進をより展開しやすい仕組みにしようとするものです。 

   また、新型コロナイルス感染症の影響が長期化していることに伴い、自粛生活による心身の不安・不調、

感染症への恐怖から生まれる差別の問題、地域のボランティア活動や居場所づくり活動の制限など、社会

的な“孤独・孤立”の問題がより一層深刻となっています。 

   こうした状況下において、私たち地域福祉関係者は“社会的孤立”にどう向き合い、どのような実践ができ

るのか、地域共生社会の実現に向けた今後の展望、可能性を探る機会として本大会を開催します。 
 
２ 主 催  第 33 回近畿地域福祉学会 和歌山大会実行委員会 
 
３ 共 催  社会福祉法人 和歌山県社会福祉協議会 
 
４ 日 時  令和３年１２月１８日（土）１３：００～１６：３０ 
 
５ 会 場  オンライン開催（zoom ウェビナー予定） 
 
６ 対 象  日本（近畿）地域福祉学会会員、社会福祉協議会役職員、社会福祉・地域福祉関係者、 

民生委員・児童委員、社会福祉施設役職員、NPO、企業、議員、行政職員、学生、その他関

心のある方 （参加定員：200 名程度） 
 

７ 参加費 （１）学会員・学生：500 円、  （２）一般：1,000 円 

           ※自由研究発表・実践活動報告の視聴のみの場合も、「８ 参加申込方法」によりお申込み 

いただくとともに、上記参加費が必要です。 
  

８ 参加申込方法 

（１）参加申込みは、下記のGoogleフォームから、必要事項を入力してください。 

     

 

Google フォームによるお申込みが困難な場合は、所定の申込書に必要事項をご記入のうえ、 

和歌山県社会福祉協議会 総務企画部 宛てに、郵送、FAX、電子メール等でお申込みください。 
 

（２）参加申込締切日  令和３年１１月２６日（金）必着 
 
（３）参加費は、令和３年１１月２６日（金）までに次の指定口座にお振込みください。 

複数名分をまとめて振込む場合は、その内訳を「10 お申込み・お問合せ先」に記載のアドレスあてご連絡願います。 

振込手数料は、恐れ入りますが申込者でご負担願います。 

送金いただいた参加費は、理由の如何に関わらず返金いたしません。 
 

     《指定口座》 

銀行名 紀陽銀行 支店名 本店営業部 

種類 普通預金 口座番号 №２３６９１１４ 

口座名義 近畿地域福祉学会 和歌山大会（ｷﾝｷﾁｲｷﾌｸｼｶﾞｯｶｲ ﾜｶﾔﾏﾀｲｶｲ） 
 
（４）当日資料は、大会当日までに送付させていただく予定です。 
 

第３３回近畿地域福祉学会 和歌山大会 
（兼：令和 3 年度 和歌山県地域福祉推進フォーラム） 

 

大会テーマ 
「“社会的孤立”と向き合い、生活課題の解決に取り組む」 

～居場所・協働・担い手から考える共に生きる社会のこれから～ 

https://forms.gle/t8cQTNSE6kuVDD5p9 
 



９ 日程・内容 
 
（１）自由研究発表・実践活動報告 【動画配信】 

近畿地域福祉学会では、研究交流や情報交換の場づくりの一環として、自由研究発表、実践活動

報告を募集します。若手研究者や社会福祉協議会等の地域福祉実践に取り組む学会員の皆様のご

応募をお待ちしています。 

なお、今年度も発表動画を一定期間ｗｅｂ公開する方法により、実施します（参加申込者のみ視聴可）。 

［公開期間］ 

12 月 18 日 

～12 月 24 日 

■発表・報告の方法 

１人あたり発表時間は１５分とします。 

事前にオンライン収録し、大会当日から公開します。 

動画視聴方法については、大会参加者にメールで案内します。 

事前収録のため、質問・講評は省略といたしますが、ご意見のみ公開期間

中に事務局で受け付けます。 

 

（２）大会パネルディスカッション 【オンラインライブ配信】 

12 月 18 日（土）13:00～16:30 

13:00～13:15 開会挨拶・趣旨説明 

13:15～16:15 【パネルディスカッション】 

和歌山県内の地域福祉活動主体・実践者が、それぞれの地域で、どのように社

会的孤立に向き合い、どのような想いを抱きながらその活動に取り組んでいるのか。 

居場所・協働・担い手をキーワードにそれぞれの活動を紐解き、地域共生社会

の実現に向けた今後の方向性を考えます。 
 

〈パネリスト〉 

○限界集落のシェアハウス ～山奥ニートの不思議な日々～ 

                   NPO 法人共生舎 石井 新 氏（田辺市） 

○人生の質をより良くするために ～錦富さわやかクラブの活動を中心に～ 

           社会福祉法人串本福祉会 中馬 明日香 氏（串本町） 

○寄り添い見守る地域づくり ～目配り・気配り・心配り～ 

   社会福祉法人かつらぎ町社会福祉協議会 山本 幸則 氏（かつらぎ町） 

○福祉の担い手として大学生にできること～その意義と課題、可能性～ 

    摂南大学 教育イノベーションセンター講師／博士 上野山 裕士 氏 

〈コーディネーター〉 

摂南大学 教育イノベーションセンター講師／博士 上野山 裕士 氏 

〈コメンテーター〉 

桃山学院大学 社会学部 社会福祉学科 教授 小野 達也 氏 

16:15～16:30 次期開催地挨拶（大阪府・大阪市・堺市）／事務連絡／閉会 

 

10 お申込み・お問合せ先 

第 33 回近畿地域福祉学会 和歌山大会 実行委員会事務局 

   社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会 総務企画部 企画班（担当：榎本・田中・上野山） 

    〒640-8545 和歌山市手平２丁目１－２ 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛７階 

    電話 073-435-5224 FAX073-435-5226 

E-mail：tanaka@wakayamakenshakyo.or.jp 

 和歌山県地域福祉推進フォーラムは、一部に「赤い羽根共同募金」の配分を受けて実施しています。 


